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　昨年度、はじめて「まちづくり起業入門」と題する授業を行い、その報告を冊子にまとめた*。学生たちも興味を持ってついて来てくれたが、起業提案とうところまではなかなか絞りきれなかった。ともに授業を担当した斉藤俊幸氏（イング総合計画株式会社代表取締役、本学非常勤講師）と話すうちに、こちらで対象地域を決めず学生がそれぞれ地域も選んだことで、個々の関心を深めるというねらいとは逆に授業としての求心力を失ったのではないか、というのが反省点として残った。

　さて今年度はどうしようかと考えている時に、思いがけないところから示唆をいただいた。横浜国立大学の秋元馨先生とさる地方自治体の委員会でご一緒した際に、帰りの電車での会話に「追浜で演習を」という話が出たのである。秋元先生は、商店街の空き店舗を利用したSOHOを研究テーマにされている。その関係で、追浜の商店街をまとめる商盛会を訪れた時に、大学と関わりを持つなら地元の関東学院大学で、との話があったと言うのである。

　これには正直背中をどやされるようなショックを受けた。関東学院大学工学部がある金沢八景キャンパスは、確かに所在地は横浜市金沢区であるが、敷地は横須賀市に隣接し、最寄り駅で言えば京浜急行電鉄の金沢八景駅と追浜駅のほぼ中間にある。下車駅としての利用は金沢八景駅の方が多いが、教員の中には追浜駅を利用するものも少なくない。まさに地元であるにも関わらず、私自身これまで追浜についてほとんど何も知らないことに気付いたのである（後から聞いてみれば、これは必ずしも私だけではなかった）。ところが追浜では「地元の大学」としてずっと意識してこられたのである。

　これは何としてもこちらからお願いしなくてはと、商盛会理事長福島　仁氏、事務局長古澤　昭氏をお訪ねしたのが2003年の7月であった。そこで伺った話では、追浜の駅前商店街はご多分に漏れず衰退の兆しを見せでいるが、その歴史や海側の工場地帯にある日本を代表するような企業や研究所など、さまざまなことがいわばまちの底力を認識させるものであった。ともすれば横浜と横須賀の挟間に入ってしまい影が薄くなりがちな追浜という印象を受けるが、大変な宝を秘めていることが分かったのである。そこからこの授業の準備に入った。

　授業はまさに走りながら考えるという状態で、成果を検討しながら後半の日程を再調整するなど関係する方々には大分ご迷惑をおかけした。関係するかたがたとは、前述した商盛会の方々に、横須賀市追浜行政センター斉藤和男館長、竹見一則副館長、横須賀市市民生活課山田智子氏、追浜活性化協議会のみなさんなど本当に多方面に亘っている。そして今年の演習はなんとか具体的な提案に結びついた。今後はこれをなんとか地元で活かせる方向を検討したいと考えている。実はこの授業をはじめる前に、福原理事長と約束したことがある。「今年は追浜だけれど来年は別のところ、なんて駄目ですよ。少なくとも３、４年は腰を落ち着けなくては。」ということである。初年度の授業はこうして終わった。楽しみだが、少し恐い２年目が始まる。
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第1章　授業の概要

1. 個別研究の様子

個別研究の様子(1)
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2.授業の概要
[image: image5.jpg]


　　　　　　　　　　　　　　　　　　

関東学院大学工学部土木工学科　教授　昌子住江

　授業は毎週木曜日の8:50〜10:20と10:30〜12:00の２コマ続きである。見学会のときは事実上8:50〜12:00となった。授業の構成は、はじめに追浜の地域見学や主要な施設の見学を入れた。ただし、「追浜との出会い」でふれたように、「走りながら考える」という状態だったため、後半に日産自動車追浜工場の見学が入ったりしている。ただ、基本的な考え方として、見学の後にそれぞれに地域の課題と起業の種（シーズ）を探すこととし、追浜での提案を考えるに参考となる施設や他地域の事例について調査を行った。最後に関係者の方々をお招きし、それぞれの提案についての発表会を開催した。

　また、授業の一環として「追浜ナイトバザール　おっぱまでござーる」に出展した。
（1） 授業の時間、曜日：毎週木曜日　8:50〜10:20 10:30〜12:00（2コマ）
（2） 授業スタッフ　　

　　　　　昌子住江（関東学院大学工学部土木工学科）

　　　　　斉藤俊幸（イング総合計画㈱代表取締役・関東学院大学非常勤講師）
　　　　　市原直樹（関東学院大学大学院修士2年・ティーチングアシスタント）
（３）対象学生　土木工学科3年　　10名
（４）授業スケジュール
表1　授業スケジュール

	月日
	授業日程

	9月25日
	「オリエンテーション」

	10月2日
	現地踏査(1)　「商店街を歩いてみる」

	10月9日
	現地踏査(2)  「追浜の歴史を知る　　貝山地下壕見学」

	10月16日
	現地踏査(3)　「海洋科学技術センター、リサイクルプラザ（愛称アイクル）見学」

	10月23日
	「見学のまとめとこれからの方向」

	10月30日
	「それぞれのテーマについての調査進行報告」

「斉藤先生のインドネシア報告とHP教室（兼報告書の作り方）」

	11月 13日
	「追浜の商店街で何ができるか考えよう」

(1) それぞれの課題の進行状況について

(2) コラボレーションの検討—各人の課題の組み合わせの可能性

(3) 追加調査—追浜地区、その他元気な商店街の見学等

(4) 12月13日　追浜ナイトバザールへの出展について

	11月 20日
	「これまでの調査の報告」(1)

「SOHO起業者の方を迎えて」

　　　ゲスト　堀家彰生氏、上床祥彦氏（三浦SOHO研究会）

	11月 27日
	日産自動車追浜工場見学

	12月4日
	「これまでの調査の報告」(2)

	12月11日
	「これまでの調査から提案に向けての検討」(1)

「追浜地区に関する基礎データの読み方」

ゲスト　斉藤博史氏（インターリンク）　

	12月18日
	「これまでの調査から提案に向けての検討」(2)

	1月8日
	「報告準備」

	1月15日
	「発表会」（お世話になった方々をお招きして）

	特別授業

12月13日（土）
	追浜ナイトバザール「おっぱまでござーる」出展
・授業パネル展示、
・追浜の好きなところ嫌いなところガリバーマップ
・それぞれのテーマに関連するアンケート調査
・販売：純米酒「濱の大魔神」米国販売版/DAIMAJIN　
・甘酒（奈良県大宇陀町久保本家の酒粕使用）


なお、発表会については「神奈川新聞　湘南・横須賀版」2004年1月16日付に記事が掲載され、神奈川テレビ　ニュース930（1月23日）で放映された。　
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